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ITER用中性粒子ビーム入射装置（NBI）の高
周波（RF）負イオン源開発がヨーロッパで進め
られている。高電圧保持、ビーム一様性、ビー

ム発散角など様々な解決すべき課題がある。一

方で、日本はLHDやJT-60UにおいてNBIとして
フィラメントアーク（FA）負イオン源の運転実
績をもつ。両者は大きさ、放電方式、最大電圧

など異なる部分もあるが、要求されるビーム発

散角は同等である。ITER-NBI用負イオン源開発
を行っているMax-Plankプラズマ物理研究所
（IPP）ではITERの必要条件（7 mrad）に対して
大きなビーム発散角の縮小を課題のひとつと

している。一方で、核融合科学研究所（NIFS）
のLHD-NBI用負イオン源では4 – 6 mradを達し
ている。この違いが放電方式、磁場配位を含む

放電容器形状、加速器等、何に起因しているか

調べるためには、ひとつひとつ比較していく必

要がある。ITER-NBIとLHD-NBIの負イオン源の
加速器の大きな違いのひとつに、加速器初段の

電極で負イオン生成面でもあるプラズマ・グリ

ッド電極（PG）の孔形状がある（図1）。 
NIFSとIPPは、PG形状の違いがビーム性能（ビ
ーム発散角やビーム電流など）に及ぼす影響を

調査する国際共同研究を開始した。本研究では、

ITER-NBI用負イオン源と同じPG孔形状をもつ
IPPの負イオン源BATMAN用に、新たにNIFSの
負イオン源のPG孔形状をもつPGを製作し、
BATMANに設置して実験を行うこととした。 
初期結果として、イオン源プラズマおよびビ

ームとも概ね性能が一致する結果を得た（図2）。
しかし、負イオンとともに引き出される電子ビ

ーム電流量が核融合研型の方が多いことが分

かった。講演ではビーム性能とイオン源プラズ

マパラメータの違いについて議論する。 
 

 
図1 (a) ITER-like PGと(b) NIFS-type PGの孔形状。(c)
と(d)はそれぞれの写真。 
 

 
図2 ITER-like PGとNIFS-type PG性能比較。 
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